
 

 

 

2023 年 4 月 26 日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 ジェイテクト 

代 表 者 名 取締役社長 佐 藤  和 弘  
(コード番号：6473  東証プライム市場・名証プレミア市場) 

問 合 せ 先 経 理 部 長 岩 井  孝 哲  
(TEL  0566-25-7326) 

 

業績予想及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、2023 年 2 月 3 日に公表いたしました 2023 年 3 月期の通期業績予想及び期末

配当予想を、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

●業績予想の修正について 

2023 年 3 月期 通期連結業績予想数値の修正(2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日) 

 売上収益 事業利益 税引前利益 
親会社の所有者に

帰属する当期利益 

基本的 1 株当たり

当期利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 1,700,000 60,000 59,500 25,000 72.89 

今回修正予想(B) 1,670,000 62,000 55,000 34,000 99.13 

増減額(B-A) △30,000 2,000 △4,500 9,000  

増減率(%) △1.8 3.3 △7.6 36.0  

(ご参考)前期実績 

(2022 年 3 月期) 
1,428,426 42,346 43,934 20,682 60.31 

 

※1 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

※2 「事業利益」は、IFRS 導入に伴い設定した事業業績を測る利益であり、「売上収益」から「売上原価」と「販

売費及び一般管理費」を控除したもので、日本基準における営業利益と同等の利益であります。 

 

修正の理由 

売上収益につきましては、中国において販売が低調であったことから、前回公表値を下回る見込みで

ありますが、事業利益につきましては、原価改善が進んだことに加え、インフレ影響の客先転嫁に取り組

んだ結果、前回公表値を上回る見込みであります。 

また、税引前利益につきましては、製品保証引当金の繰入等により前回公表値を下回る見込みであり

ますが、親会社の所有者に帰属する当期利益につきましては、米国子会社との取引における移転価格税

制の調整(※)に伴う法人所得税費用の軽減が見込まれるため、前回公表値を上回る見込みであります。 



 

 

※日本及び米国の税務当局に対し、独立企業間価格の算定方法等に関する事前確認(APA：Advance Pricing 

Arrangement)を申請しておりましたが、このたび、両国税務当局間での相互協議の合意が成立した旨の通知を

受領する見込みとなっております。 

 

●配当予想の修正について 

1. 配当予想の修正の内容 

 1 株当たり配当金 

基準日 第 2 四半期末 期 末 合 計 

前回発表予想  11 円 00 銭 22 円 00 銭 

今回修正予想  19 円 00 銭 30 円 00 銭 

当期実績 11 円 00 銭   

前期実績 

(2022 年 3 月期) 
8 円 00 銭 10 円 00 銭 18 円 00 銭 

 

2. 修正の理由 

当社は、安定的な配当の継続を基本に、業績及び配当性向等を総合的に勘案の上、配当額を決定し

ております。 

この基本的な考えを踏まえ、当期の期末配当予想を、上記のとおり 1 株当たり 19 円といたします。 

 

以 上 


